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（）内の数値は昭和40～49年の10カ年平均値
　　それらの面は褐色を呈し，浸透水による化学的風化作用が，地下の深部にまで及んでい
　　る状況が観察された（写真11，12，17，18）．
④オッカナ沢に発生した大亀裂（図3のa）に注目すると，これは，昭和11年に発生した
　　地すべりの崩落面と一致する．この亀裂面を山崩れの方向に延長させると，崩壊部Cの
　　崩落面に連続する（写真9・図3参照）．すなわち，古い地すべり面と新しい山崩れの崩
　　落面とが一致している．従って，赤砂川を臨むこの半円形の崩落面（図3中の曲線dae）
　　は，地質的に強度が弱く，同一のすべり面が存在していたことがうかがわれる．
　以上のことから1これまでの風化f乍用に・よって1岩盤に発生していた無数の成層面，節理
面に多量の融雪水が浸透し・地下水の圧力が蛸大することや，地層の傾斜が谷側に傾いてい
るなどの条件がからんで・地盤が支持力を失ない，山崩れが生じたものと判断される．
（3）　山崩れ発生の順序
山崩れの発生の仕方を考察すると，次のように考えられる（図2参照）．
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　　　　　　　　　山形県最上郡大蔵村滝の沢で発生した山崩れ一束浦・阿部
①この山崩れの直接の引き金は不明であるが，まず，オッカナ沢の左岸のA地区の崩壊が
　　起ったものと推定される．この崩壊は，崩落面（a）より下流域で発生したものであり，
　　崩れた岩塊はオッカナ沢を埋めつくL，赤砂川の岸まで達している．崩落面付近では，
　　完全に崩壌しないでずり落ちているものも存在している．山腹の崩れ方としては，沢に
　　面した下方の支持力が弱められ，斜面全体が崩れ落ちたようである．そして，その崩壊
　　速度は比較的急激であったことが，岩塊の割れ方・堆積の仕方から推察できる．崩壌し
　　た岩塊は、巨大で，直方体に近い形となっているのがこの地区の特徴である（写真23，
　　26，　27，　28）．
②B地区の山崩れは，A地区とは崩れ方が異なり、山全体がずり落ちている．崩落面はA
　　地区のものと連続しており，それを延長させると昭和11年に生じた崩落面と一致する．
　　従って，B地区の崩壌は，A地区と同時に発生したとも考えられるし，A地区崩壊によ
　　る衝撃などで連鎖反応を起して発生Lたとも考えられるが，詳細は不明である．しかし，
　　崩壌はそれほど著しくなく，山地斜面全体が原形を留めて，赤砂川へずり落ちている．
　　そして，その十石が川を閉塞してせき止め湖を造っている（写真34）．
③C地区はA地区の崩壊後，山地斜面全体がオッカナ沢にずり落ちたものと推定される．
　　亀裂（b）より下流域は崩落して巨大な角礫となっている．ずり落ちた斜面の上部は20
　　～30mの垂直な絶壁となり，亀裂（b）と平行して走るこの山地斜面上の亀裂（幅O．5
　　～1m，崖より2～3m離れたところにある）は，地下深くまで割れていて，たぶん滑動
　　面まで届いているものと思われる（写真17，18）．
5．あとがき
　以上の調査から判明したことをまとめてみると，最上地方は地質的にも地すべりの起りや
すい地帯であるため、今後も融雪や集中豪雨によるこの種の山崩れは発生するものと考えら
れる．従って，人命・家屋に被害の発生しそうな危険地域は事前に調査し，防災にはたえず
心を配ることが必要であろう．
　農林水産省秋田営林局新庄営林署ならびに山形県最上郡大蔵村役場の方々からは，現地調
査にあたって，便宜供与ならびに一資料の提供をしていただいた．鹿野忠雄元新庄支所長に
は，危険な現地調査に同行していただいた．また，本報告書のとりまとめに際しては，同元
支所長を始め現支所長の中村勉，雪害防災研究室長の中村秀臣の諸氏から，有益な御助言を
いただいた．記して感謝の意を表わすものである．
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